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P243a Ks-bandでのWASP-12bのトランジット観測
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WASP-12bは平衡温度が 2500Kと非常に温度の高いベリーホットジュピターと呼ばれるトランジット巨大ガ
ス惑星である。これまでに多くのトランジット観測が可視から近赤外までで行われているが、2µm帯でのトラ
ンジット観測は行われていなかった。Sing et al.(2013)はハッブル宇宙望遠鏡/WFC3, STIS, スピッツァー宇宙
望遠鏡/IRACを用いて、WASP-12bの大気はエアロゾルの特徴を持つと示唆している。しかし、Stevenson et
al.(2014c)はスピッツァー宇宙望遠鏡/IRACのデータに系統誤差があることを指摘しており、近赤外でのトラン
ジット観測が重要になっている。今回、我々はKs-バンド（∼ 2µm）でWASP-12bのトランジットを 2回観測し
た。我々のトランジット観測結果は Sing et al.(2013)のエアロゾルモデルとやや異なっていた（1.1σ）。理論透過
光スペクトルを作成し、今回のトランジット結果は clearな大気と一致することがわかった。さらにWASP-12b
の大気について理解を深めていくにはより詳細な近赤外（> 2µm）での観測が求められる。


